ｄモードの使用方法
1 ｄモードで行える事は、

· 2つのセル列の合成　( 間に文字も挿入できます )

· 1列毎の文字の置換　(  1種類 )

· 1列毎の文字の置換　( 一度に複数 )

· 1シートの文字の置換　(一度に複数  )

· 文字の抜き出し ( 最初から何文字～何文字まで )

· 種類別の数量計算( 製造機械別の歩留まりや、種類別の売上 )

2 ｄモードを開と、マクロを有効にするかどうかの確認メッセージが表示されるので「マクロを有効にする」にすると自動でマクロを開始します。

3 初期選択画面が現れるので、集計開始か、置換シートのメンテナンスかを選択します。

· 置換シートには、一度に置換したい文字を複数セットできます。

· 置換シートのメンテナンスを行った場合は、そのままdモードを上書きして下さい。
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4 データ集計開始を選択すると、開始行選択画面が現れるので、スピンボタンで項目行を含むデータの左上のセルを選択します。
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5 項目操作画面の説明
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· セル列の合成　　　　プルダウンメニューで選択した列と列を合成した列を作ります。

　　　　　　　　　　　　間に文字を挟む事も出来ます。

· 文字の置換　　　　　選択した列で、文字の置換をします。

· スーパー置換　　　　選択した列　または全列で複数の文字の置換を行います

　　　　　　　　　　　　置換内容は、先に置換用シートに記述しておきます。

　

次のように置換シートに記述しておいて、
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次のように設定した場合、
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セル列4のような置換後の列が追加されます。
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· 「置換データを書出しシートにコピー」にチェックすると、置換された列だけをシートにコピーする事が出来ます。

· 置換列をデフォルトの「すべての列を置換」にすれば、全てのセル列に置換されたセル列が追加されます。

　　しかし、セル列の合計が256列を越える事は出来ません。

· 文字の抜き出し　　列内で任意の文字数の抜き出しを行います。

シリーズ名のピックアップなどに利用します。

HDTV2005なら、始め1文字から終り4文字でHDTVだけです。

· 列の合計　　　　　列内の数値の合計を計算します。

· 次　集計へ　　　　ピボット準備画面へ進み、項目別に数量の集計を行います。

6 ピボット準備画面の説明

次集計へを選択した場合、次の画面が出ます。
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　　前ページのように項目を設定した場合、

　　製造機械メーカー毎の、製造機械別の良品数や歩留まりが計算できます。

　　メーカー別の製品別売上などにも利用できると思います。

集計列を増やせば、集計項目を細かく設定する事も出来ます。

集計結果は、次の様な表で出力されます。
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製造機械No.[置換]・・・スーパー置換で製造機械No.から置換したメーカー名

製造機械No.  ・・・・・メーカー別製造機械No

部品投入数データ数・・・製造機械No別のデータ数(ロット数)

部品投入数の合計・・・・製造機械No別の部品投入数

良品数の合計・・・・・・製造機械No別の良品数

良品数(%) ・・・・・・・製造機械No別の歩留り

